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■工　事　名　称／旧宝塚ホテル跡地計画
■工　事　場　所／宝塚市梅野町番１
■事　業　主：阪急阪神不動産株式会社
■設計・監理：株式会社竹中工務店大阪一級

建築士事務所
■施　　　工：株式会社竹中工務店大阪本店
■敷　地　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：基礎免震〈北棟・南棟〉ＲＣ

造〈商業棟〉Ｓ造
■階　　　数：〈北棟〉階〈商業棟〉４階

〈南棟〉階
■工　　　期：〈北棟・商業棟〉年４月

～年３月〈南棟〉年
４月～年３月

写真提供／阪急阪神不動産株式会社

　年に開業し、約１世紀にわたって愛された旧宝塚
ホテル（兵庫県宝塚市）の跡地に、超高層２棟と商業棟
で構成する「ジオタワー宝塚　グランレジス」が誕生し
た。阪急阪神不動産が手掛ける戸のタワーレジデン
スは、旧ホテルの面影を残しつつ、新たな宝塚らしさを
表現。次の年も愛され続けるまちのランドマークを
目指す。設計・施工は竹中工務店が担当した。

　兵庫県宝塚市の旧宝塚ホテルの跡地で開発を進めてきた
地上階建てのタワーレジデンス「ジオタワー宝塚　グラ
ンレジス」は、年３月の北棟に続き、年３月に南棟
が完成しました。当社では、約１世紀にわたって地域に愛
されてきたホテルの記憶を継承しながら、宝塚の新たなラ
ンドマークとなることを目指して取り組んでまいりまし
た。

　計画地には、２棟のレジデンスのほか、ホテルの意匠を
継承した瓦を用いて、北棟の一部として低層部に商業施設
も新築しました。ホテルで使用されていたシャンデリアや
家具、照明器具、ステンドグラス、オルガンピアノ、ウエ
ディングベル、階段の親柱、絵画などは美装し、かつての
面影を感じていただけるようレジデンス内で再利用してい
ます。当時の意匠を継承した回廊やカスケードは、お住ま
いの皆さまだけでなく、地域の方々にもご利用いただける
商業施設や公開空地内で再現しました。
　「クスノキ広場」「はぐくみの庭」と名付けた２つの公
開空地では、地域ぐるみでさまざまなイベントの開催が可
能です。この地がにぎわいを創出する場となることを期待
しています。
　旧宝塚ホテルの記憶を継承し、次の年を見据えた住
宅と商業施設が融合したこの地が、宝塚への愛着を育む場
所となることを願っています。関係する皆さまの宝塚への
思いが結実した「ジオタワー宝塚　グランレジス」が、今
後も発展を続ける宝塚の街並みに調和した建物となること
を願うとともに、本事業にご尽力いただいた皆さまに心よ
り感謝を申し上げます。

　計画地の阪急今津線宝塚南口駅西エリアは、旧宝塚ホテルをまちのシンボルとして、日常の
閑談場として、非日常の祭礼場として、約年にわたり、地域の人々に愛され続けてきました。
　本プロジェクトは、その象徴的存在だった「旧ホテル本館」、それを包み込んできた「クス
ノキの大樹」、時を刻んできた「中庭・カスケード」の記憶を継承すると共に、それらを再構
築することで、次世代に向けた新たなまちの起点を創造することを目指しました。
　旧ホテル本館は、その独特な外観意匠イメージを継承し、住宅棟との一体化免震構造によっ
て、安心・安全な商業施設として生まれ変わり、結婚式イベントの中心的役割を果たした「中
庭・カスケード」は、元の配置のままで、駅前広場のシンボルとして再現しました。
　建物以上に存在感のあった「クスノキの大樹」は、４本は長期間に渡る解体・新築工事を耐
え抜き、車寄せにあった大樹は、市の計画道路施行による約７ｍの移植を経て、今後も駅前広
場のシンボルとして生き残りました。また、南住宅棟の建設により伐採となった１本は、スカ
イラウンジの大テーブル、コワーキングスペースのカウンターに、根っこや枝は共用エリアの
オブジェへとそれぞれ生まれ変わりました。
　近い将来、武庫川北岸から見える２本の住宅棟が武庫川南岸エリアの復権ののろしとして、
商業棟はそのシンボルとして、新たなまちの顔となります。敷地面積の過半を占める公開空地
には四季折々の草木が育ち、パーゴラに見立てた落下養生庇にはモッコウバラが広がった緑豊
かな駅前広場が、再び、地域の皆さまに愛されるエリアとなることを願っています。
　株式会社竹中工務店　大阪本店　設計部　設計第２部門　設計１グループ

　シニアチーフアーキテクト　西村　英夫北館回廊 北館エントランス

北館スカイラウンジ


